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お問い合わせ、申込みは 
旅行の総合デパートを目指す 
当社へ是非お願いします 
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�トラベル東海 
豊川市三蔵子町一里塚４１－４ 
（０５３３）84－7115� 

昨年９月２３日から２９日まで中学生１２人の使節団がキ
ュパーティノ市を訪問しました。引率の先生による報告
会を協会主催で１月１２日、勤労福祉会館視聴覚室で開催
しました。講師の先生は村田敏郎さん（学校教育課課長
補佐）、加藤悦子さん（代田中教諭）、白井貴也さん（西
部中教諭）の３人で、参加者は２４人でした。
まず、村田敏郎さんから日程に沿った説明がプロジェ

クターを使ってなされました。その後、質疑応答に移り、
沢山の質問が出ました。最後は素敵にまとまったビデオ
を見せていただきました。

内容を要約します。日
程の内容は非常に緻密で、
忙しいものでした。授業
は日本とかなり異なり、
クラスがありません。学
科ごとに教室を移動しま

す。羨ましいのはカリフォルニアでは２０人教室が目標だ
そうで、きめの細かい対応ができているようです。加え
て、生徒に学級担任一人の日本と違って、補助教師、カ
ウンセラーと生徒をフォローする環境は大変恵まれてい
ます。授業態度は積極的で、学業のレベルはかなり高い
ようです。高校にいたっては最上位だそうです。しかし、
問題もあるようで、登下校は親が送り迎えしており、身
辺の安全についてはかなり気を使う環境のようです。
訪問に当たっては先生も生徒もそれぞれテーマを設定

して出かけたようですが、見学が精一杯で、言葉の問題
もあるし、なにより、教育のシステムが違うので、理解
や比較が難しかったようです。
生徒には今回の交流を通じて、異文化との接触に大き

な刺激を受けたことと思います。視点を広く高く持って、
新しい時代のリーダーになって欲しいと思います。

今年は市制施行６０周年と同時に、キュパーティノ市と
の姉妹都市提携２５周年という記念すべき年に当たります。
このため、市では国際関係の事業も盛り込んだ数多くの
記念事業を計画しています。昨年１０月には、キュパーテ
ィノ市を訪問し具体的な打ち合わせをしてきましたので、
その概要（協会がかかわっていくもの）を紹介いたしま
す。
基本的な考え方として、２５周年を契機に市民レベルの
交流をもっと盛んにしていこうという相互の意志確認が
されました。具体的には次のとおりです。
１　市民使節団の相互派遣…双方ともに、１週間程度、

一般募集、ホームステイあり、３０人。
①　７月にキュパーティノ市へ派遣
② １１月にキュパーティノ市から受け入れ
２　キュパーティノ広場命名式（１１月）…豊川市総合体

育館前のエリアを「キュパーティノ広場」と命名し、
同時にキュパーティノ
市から贈られる新しい
モニュメントの除幕式
も行う。

３　歓迎会…命名式後に開
催。参加者は一般募集
する。

これらの記念事業の運営
には、皆さんの協力が必要
です。積極的な参加をぜひ
お願いします。市民レベル
の交流をより深め、息の長
い姉妹都市間のお付き合い
を続けたいものです。

豊川市から寄贈の灯籠の前
で、右から筆者、リチャー
ド・ローエンタールさん
（キュ市市議）、同行の小林
武志さん（市秘書課長補佐）。

 

第24回中学生親善豆使節団 

引率先生の報告会を開催 
 

 

 

市民レベルの交流を促進！ 

25周年記念事業の内容 
 

豊川市・キュパーティノ市姉妹提携２５周年  
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